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1. 2019年12月期第2四半期の連結業績（2018年12月21日～2019年6月20日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第2四半期 1,937 △9.2 △65 ― △49 ― △4 ―

2018年12月期第2四半期 2,133 12.3 22 ― 30 ― 14 ―

（注）包括利益 2019年12月期第2四半期　　△19百万円 （―％） 2018年12月期第2四半期　　12百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年12月期第2四半期 △0.71 ―

2018年12月期第2四半期 2.55 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年12月期第2四半期 5,487 3,249 58.5

2018年12月期 5,255 3,298 62.0

（参考）自己資本 2019年12月期第2四半期 3,208百万円 2018年12月期 3,257百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2019年12月期 ― 0.00

2019年12月期（予想） ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年12月期の連結業績予想（2018年12月21日～2019年12月20日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,233 △7.6 2 △98.2 14 △89.0 33 △51.6 5.72

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　（注）詳細は、添付資料９ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期2Q 5,872,000 株 2018年12月期 5,872,000 株

② 期末自己株式数 2019年12月期2Q 1,507 株 2018年12月期 1,507 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期2Q 5,870,493 株 2018年12月期2Q 5,859,442 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・「2019年12月期 第1四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、製造業を中心として企業の業況判断に慎重さがみられた

ものの、雇用・所得環境の改善が続く中で企業収益は高い水準で底堅く推移いたしました。一方、米中貿易摩擦の動

向や中国経済の先行きに関する不確実性等から、輸出や生産に弱さがみられ先行きは引き続き不透明感が残りまし

た。 

当社グループが属する電子基板業界は、市場の成熟化によりスマートフォン向けの需要鈍化が顕著となったもの

の、自動車の電装化率の上昇による車載機器向けが下支えとなり、自動化・省力化ニーズの高まり、次世代通信規格

の実用化によるＩｏＴやＡＩ活用の進展等、これからの成長が見込まれる分野において需要の拡大が期待されており

ます。 

このような経済環境の下、鏡面研磨機事業において販売は増加したものの、電子基板事業、テストシステム事業及

び産機システム事業において販売が減少したことから、売上高は減少いたしました。 

これらの結果、連結売上高は1,937百万円（前年同四半期比9.2％減）と、前年同四半期連結累計期間に比べ195百

万円の減収となりました。 

損益については、売上総利益率が低下したことや、電子基板事業、テストシステム事業及び産機システム事業にお

ける売上高減少に伴う影響により営業損失65百万円（前年同四半期は22百万円の営業利益）、第１四半期連結会計期

間において受取保険金等を営業外収益に計上したことにより経常損失49百万円（同30百万円の経常利益）、固定資産

売却益を特別利益に計上したことにより親会社株主に帰属する四半期純損失４百万円（同14百万円の親会社株主に帰

属する四半期純利益）となりました。 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

（電子基板事業） 

車載機器向けの堅調な需要によりディスプレイメーカー向けの売上は増加したものの、ＦＰＣ試作案件の受注減

によりカメラメーカー向け、及び高難度製品の受注減により医療機器メーカー向けの売上が減少したこと等から、

売上高は減少いたしました。損益については、売上高減少に伴う影響により減益となりました。 

その結果、売上高1,212百万円（前年同四半期比7.5％減）、セグメント利益172百万円（同21.1％減）となりま

した。 

（テストシステム事業） 

中国をはじめとする世界市場におけるスマートフォンの需要の落ち込みにより、設備投資に対する慎重姿勢が続

いており、通電検査機及び外観検査機の販売が減少したことから、売上高は減少いたしました。損益については、

上述の主力製品の売上減少に伴う影響により損失となりました。 

その結果、売上高531百万円（前年同四半期比13.8％減）、セグメント損失13百万円（前年同四半期は11百万円

のセグメント利益）となりました。 

（鏡面研磨機事業） 

研磨機や研磨に使用する消耗品の販売及び機械の修理・メンテナンスが増加したことから、売上高は増加いたし

ました。損益については、受注状況は好調であったものの、大型機対応に伴う外注加工費の増加により売上総利益

率が低下したことから、損失となりました。 

その結果、売上高127百万円（前年同四半期比9.1％増）、セグメント損失４百万円（前年同四半期は５百万円の

セグメント利益）となりました。 

（産機システム事業） 

中小型ディスプレイ向けの検査治具の販売が減少したこと及び産業用ロボットのシステムインテグレーションサ

ービスの案件が想定どおり進捗しなかったことから、売上高は減少いたしました。損益については、付加価値の高

い商品の販売に注力したことから、売上総利益率は上昇したものの、売上高減少に伴う影響により損失が拡大いた

しました。 

その結果、売上高65百万円（前年同四半期比26.1％減）、セグメント損失４百万円（前年同四半期は２百万円の

セグメント損失）となりました。 
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(2）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ410百万円増加し、2,993百万円となりました。これは主として、売上債

権及びたな卸資産が減少した一方、現金及び預金が増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ178百万円減少し、2,494百万円となりました。これは主として、土地の

売却及び有形固定資産が減価償却により減少したことによるものであります。

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ170百万円増加し、1,164百万円となりました。これは主として、未払法

人税等が減少した一方、短期借入金及び流動負債のその他に含まれる前受金並びに夏季賞与計上による未払費用

が増加したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ110百万円増加し、1,073百万円となりました。これは主として、長期借

入金が増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ48百万円減少し、3,249百万円となりました。これは主として、配当金の

支払いにより利益剰余金が減少したことによるものであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動により獲得し

た資金が292百万円、投資活動により獲得した資金が154百万円、財務活動により獲得した資金が181百万円とな

り、その結果、資金は前連結会計年度末に比べ629百万円増加し、当第２四半期連結累計期間末には1,066百万円

（前年同四半期比124.1％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、292百万円（前年同四半期は289百万円の使用）となりました。これは主とし

て、売上債権の減少175百万円、たな卸資産の減少55百万円及び減価償却費51百万円により資金が増加したこと

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は、154百万円（前年同四半期は２百万円の使用）となりました。これは主とし

て、有形固定資産の取得による支出41百万円により資金が減少した一方、有形固定資産の売却による収入203百

万円により資金が増加したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、181百万円（前年同四半期は38百万円の獲得）となりました。これは主とし

て、長期借入金の返済による支出126百万円により資金が減少した一方、長期借入れによる収入320百万円及び短

期借入金の純増加額48百万円により資金が増加したことによるものであります。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年12月期の通期の連結業績予想については、最近の業績の状況を踏まえ、2019年１月30日に開示した業績予想

を修正いたしました。詳細については、2019年７月29日発表の「2019年12月期 第２四半期累計期間及び通期業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

  前連結会計年度 
(2018年12月20日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2019年６月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 983,550 1,618,550 

受取手形及び売掛金 869,951 693,445 

有価証券 30,000 30,000 

商品及び製品 236,642 145,747 

仕掛品 340,310 379,789 

原材料及び貯蔵品 95,261 90,730 

その他 27,818 35,609 

貸倒引当金 △513 △429 

流動資産合計 2,583,021 2,993,444 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 387,917 377,568 

機械装置及び運搬具（純額） 162,215 136,289 

土地 1,329,019 1,177,211 

その他（純額） 25,787 25,693 

有形固定資産合計 1,904,940 1,716,762 

無形固定資産    

その他 14,138 38,566 

無形固定資産合計 14,138 38,566 

投資その他の資産    

その他 759,751 744,246 

貸倒引当金 △6,178 △5,245 

投資その他の資産合計 753,572 739,001 

固定資産合計 2,672,651 2,494,330 

資産合計 5,255,672 5,487,774 

 

太洋工業㈱（6663）2019年12月期　第２四半期決算短信

－ 4 －



 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2018年12月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年６月20日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 144,597 117,242 

短期借入金 467,008 592,492 

未払法人税等 57,267 10,180 

製品保証引当金 2,260 1,780 

その他 323,318 443,289 

流動負債合計 994,450 1,164,984 

固定負債    

長期借入金 276,213 392,542 

長期未払金 64,486 40,903 

役員退職慰労引当金 181,045 181,045 

退職給付に係る負債 434,341 451,707 

資産除去債務 7,100 7,100 

固定負債合計 963,185 1,073,297 

負債合計 1,957,636 2,238,282 

純資産の部    

株主資本    

資本金 800,757 800,757 

資本剰余金 924,057 924,057 

利益剰余金 1,458,189 1,424,640 

自己株式 △99 △99 

株主資本合計 3,182,904 3,149,354 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 50,931 36,920 

為替換算調整勘定 23,513 22,214 

その他の包括利益累計額合計 74,445 59,135 

非支配株主持分 40,687 41,002 

純資産合計 3,298,036 3,249,492 

負債純資産合計 5,255,672 5,487,774 
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(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年12月21日 
 至 2018年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年12月21日 

 至 2019年６月20日) 

売上高 2,133,511 1,937,921 

売上原価 1,507,906 1,429,011 

売上総利益 625,605 508,910 

販売費及び一般管理費 603,408 574,232 

営業利益又は営業損失（△） 22,196 △65,321 

営業外収益    

受取利息 997 1,036 

受取配当金 799 850 

投資事業組合運用益 1,018 － 

受取保険金 － 7,617 

保険解約返戻金 819 － 

作業くず売却益 5,130 7,276 

その他 9,458 9,305 

営業外収益合計 18,224 26,087 

営業外費用    

支払利息 5,165 4,730 

債権売却損 2,149 2,159 

為替差損 2,112 2,818 

その他 37 564 

営業外費用合計 9,464 10,273 

経常利益又は経常損失（△） 30,956 △49,507 

特別利益    

固定資産売却益 1,776 42,967 

投資有価証券売却益 － 322 

特別利益合計 1,776 43,289 

特別損失    

減損損失 1,243 － 

固定資産除却損 12 53 

特別損失合計 1,255 53 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
31,476 △6,271 

法人税等 13,540 △1,315 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 17,936 △4,956 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
2,989 △759 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
14,946 △4,196 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年12月21日 
 至 2018年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年12月21日 

 至 2019年６月20日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 17,936 △4,956 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6,663 △14,010 

為替換算調整勘定 1,053 △224 

その他の包括利益合計 △5,609 △14,234 

四半期包括利益 12,326 △19,191 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,929 △19,506 

非支配株主に係る四半期包括利益 3,397 315 
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(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年12月21日 
 至 2018年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年12月21日 

 至 2019年６月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
31,476 △6,271 

減価償却費 53,784 51,112 

減損損失 1,243 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,330 － 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,020 △480 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △133 △1,017 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24,429 17,365 

受取利息及び受取配当金 △1,797 △1,886 

保険解約返戻金 △819 － 

支払利息 5,165 4,730 

固定資産除却損 12 53 

売上債権の増減額（△は増加） △205,811 175,612 

たな卸資産の増減額（△は増加） △219,541 55,157 

仕入債務の増減額（△は減少） △21,831 △27,229 

その他 62,626 70,155 

小計 △275,506 337,302 

利息及び配当金の受取額 1,797 1,886 

利息の支払額 △5,171 △5,241 

補助金の受取額 500 500 

法人税等の支払額 △11,114 △41,830 

営業活動によるキャッシュ・フロー △289,494 292,617 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増減額（△は増加） 5,929 △5,070 

有形固定資産の取得による支出 △6,506 △41,411 

有形固定資産の売却による収入 129 203,416 

投資有価証券の取得による支出 △1,200 △1,200 

投資有価証券の売却による収入 － 420 

保険積立金の積立による支出 △1,302 △1,676 

その他 570 △51 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,379 154,425 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 52,000 48,000 

長期借入れによる収入 170,000 320,000 

長期借入金の返済による支出 △128,375 △126,187 

長期未払金の返済による支出 △37,978 △31,043 

配当金の支払額 △17,549 △29,352 

財務活動によるキャッシュ・フロー 38,097 181,417 

現金及び現金同等物に係る換算差額 747 1,469 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △253,028 629,930 

現金及び現金同等物の期首残高 728,930 436,754 

現金及び現金同等物の四半期末残高 475,902 1,066,684 
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(4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算) 

税金費用の計算については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によ

っております。ただし、当該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間（自 2017年12月21日 至 2018年６月20日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

電子基板 
事業 

テストシス 
テム事業 

鏡面研磨機 
事業 

産機シス 
テム事業 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

1,310,701 616,928 116,917 88,964 2,133,511 － 2,133,511 

セグメント間
の内部売上高又
は振替高 

－ 4,210 7,115 － 11,325 △11,325 － 

計 1,310,701 621,138 124,032 88,964 2,144,836 △11,325 2,133,511 

セグメント利益
又は損失（△） 

218,840 11,679 5,059 △2,318 233,260 △211,064 22,196 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△211,064千円には、セグメント間取引消去等12,110

千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△223,175千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

 

当第２四半期連結累計期間（自 2018年12月21日 至 2019年６月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

電子基板 
事業 

テストシス 
テム事業 

鏡面研磨機 
事業 

産機シス 
テム事業 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

1,212,727 531,919 127,545 65,729 1,937,921 － 1,937,921 

セグメント間
の内部売上高又
は振替高 

－ 1,560 15 － 1,575 △1,575 － 

計 1,212,727 533,479 127,560 65,729 1,939,496 △1,575 1,937,921 

セグメント利益
又は損失（△） 

172,638 △13,033 △4,920 △4,216 150,468 △215,789 △65,321 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△215,789千円には、セグメント間取引消去等5,468千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△221,258千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、従来「基板検査機事業」としていたセグメント名称を「テストシステム事

業」に、「商社事業」としていたセグメント名称を「産機システム事業」に名称を変更しております。

また、第１四半期連結会計期間より、事業区分の見直しに伴い、従来「基板検査機事業」に含まれていた

メカトロニクス事業については「産機システム事業」に、「検査システム事業」については「テストシステム

事業」に含めて記載する方法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第２四半期連結累計期間のセグメント情報

については、変更後の報告セグメントの区分により作成しており、前連結会計年度の第２四半期連結累計期間

に開示した報告セグメントの区分との間に相違が見られます。
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